
令和元年度 学校教育自己診断アンケート結果について （生徒、保護者、教員）       

 

１ 生徒アンケート結果について  

（１）進路指導に関して、「将来の進路や生き方について学ぶ機会がある」の肯定的回答が

88％と高評価を得ている。今後も生徒にとって意味のある進路指導を行っていきたい。

【項目 7】 

（２）学校行事に関して、「学校行事の工夫」は 76％、「自治会活動への参加」は 67％で、

いずれも昨年より 6％の増加であった。今後も一層、生徒の主体性を育てる取組みを行

っていきたい。【項目 8・9】 

（３）家庭学習に関して、「授業以外の 1日の勉強時間が 1時間以上」という生徒が 30％で

あった。昨年は 40％、一昨年は 27％であり、家庭学習の定着は依然 本校の大きな課

題である。【項目 17】 

 

２ 保護者アンケート結果について 

（１）保護者の方からは、教育情報の提供、学校行事、生徒指導などにおいて、例年通り高

評価をいただいている。今後、一層の充実に努めたい。【項目 9～18】 

（２）保護者対応についての肯定的回答は 86％、教育全般として「本校の教育は全般的に

満足できる」は 84％で、高評価を得ている。今後も、家庭との連携を密にして丁寧に

取り組んでいきたい。【項目 19・20】 

（３）「子どもは家庭でよく学習している」への肯定的回答は 43％であった。昨年よりは増

加しているものの、生徒のアンケート結果と併せて、家庭学習の定着は本校の大きな課

題である。【項目 3】 

 

３ 教員アンケート結果について 

（１）教科指導については、教材の精選・工夫、指導方法の工夫・改善、多面的な評価、講

習や補習の取組みなどに、例年同様に力を尽くした。今後も、一層の授業改善・学力向

上をめざしていきたい。【項目 6～11】 

（２）本校の進路指導は、大学、短大、専門学校、就職と広範囲に渡るが、いずれにおいて

もきめ細かい指導を行った（肯定的評価 78％）。今後も、本校の生徒に合った進路指導

の在り方を模索し、生徒に進路について前向きに考えさせ、希望が実現できるよう、教

員全員で生徒を支援していきたい。【項目 12】 

（３）学校行事については、毎年の工夫・改善が生徒にとって魅力的なものとなることに結

びついているか、自問自答しながら取り組んでいる（肯定的評価 69％）。【項目 4】 

部活動については、入部率が 60％（昨年 65％）であり、本校の生徒ならもっと活発

にできるはずと感じている（肯定的評価 18％）。【項目 5】 

豊かな人間性を育むために、学校行事や部活動に力を入れて取り組んでいきたい。 

（４）生徒指導・教育相談については、生徒に対して受容の姿勢をもちつつ成長させる対応

を心がけるとともに、教育相談等の支援体制を整備している。【項目 13～15】 

（５）清掃については、行き届いていると感じている教員が例年と同様に 38％にとどまっ

た。力を入れて取り組みたい。【項目 17】 

（６）教員の話し合いについては、肯定的評価は昨年と同様に 64％であった。教科、分掌、

学年など、学校全体で日頃から意見交換し、力を合わせて取り組んでいきたい。 

【項目 18】 


